
本部会で絞り込んだ「開校準備委員会の校名案の意見交換の結果」（5案）

（１）学校事務運営ＷＧより（内谷中学校校舎改修に関する見学会について）

○現在の内谷中学校の校舎は、本義務教育学校開校後、義務１年生から４年生が通う校舎となるため、児童生徒の体格差や教育課
程の違いを考慮した改修工事を、開校前年度に着手する予定です。

○改修にあたって、実際に使用することになる学年の児童の視点を反映させるため、現在小学校に通う児童が校舎を見学する機会
を令和８年度中に設ける予定です。

○本部会の参加者からは、児童が校舎改修のための意見を出しやすいよう、タイトルの工夫をはじめ募集の仕方及び見学会当日も
様々な工夫をしてもらいたい、という意見がありました。

○本部会の参加者の皆様の意見を参考に、見学会を行うための周知の方法や、見学ルート等について、令和８年度の実施に向けた
検討を進めてまいります。

○ 日 時 令和８年１月28日（水）１７：３０～１９：４５
○ 場 所 武蔵浦和コミュニティセンター 第８・９集会室
○ 次 第 教育長挨拶

１ 意見交換（校名の絞り込み）
２ 各ワーキンググループからの報告
（１）学校事務運営WGより(内谷中学校校舎改修に関する見学

会について)
（２）通学区域WGより（通学区域等について）
（３）保健室運営WGより（活動報告及び今後の見通しについて）
（４）学校生活WGより（学校生活のきまりについて、Ｓｏｌａ

るーむ・さわやか相談室について）
（５）校名・移行イベントWGより（レガシースペースについて）
３ 学識経験者より
４ その他
（１）令和８・９年度の開校準備委員会組織と参加者構成

スケジュールについて

○第５回本部会に引き続き、校名案の絞り込みのための意見交換を行
いました。

○校名案はこれまで、校名・移行イベントＷＧで２回にわたり意見交
換を行い、関係６校の児童生徒を含めて1,353件の応募された校名ア
イデアから、 10案に絞り込んできました。

○今回の本部会では、その10案をもとに「地域性があり将来にわたっ
て愛着が持てること」などの選定基準に則り、また、本部会で意見
交換した本義務教育学校の「未来の姿」を拠り所とし、本部会とし
て５案に絞り込みました（右図参照）。上位２案、下位３案の計５
案を、開校準備委員会の意見交換の結果として共有しました。

○今後、この結果等を踏まえて、教育委員会で校名を１案に絞り込む
検討を行った後、学校設置条例案として市議会に提出する予定です。

武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校
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１ 開校準備委員会本部会（第６回）の会議概要

２ 校名の絞り込みについて

本通信は、３か月に１回の開催を予定している開校準備委員会本部会の開催後に、開校準備委員会の各ワーキンググループ（以下ＷＧ）の
意見交換を含めながら、本部会の意見交換の状況についてまとめて発行したものです。

○第６回本部会では、本部会に初めて報告するＷＧ三つを含め、五
つのＷＧからの報告を行いました。
それぞれの報告に対し、参加者の皆様による様々な視点から、活
発な意見交換を行いました。

○また、校名・移行イベントＷＧにより絞り込まれた校名案につい
てワークショップ形式で意見交換を行いました。

[今後の開校準備委員会について]
○現在の参加者の参加期間は令和７年度末までとなります。令和８
・９年度の参加者については、１月から２月にかけて、関係６校
及び関係団体を通して募集を実施しました。

○現在、令和11年度中に新設沼影校舎の工事完了を目指す工事スケ
ジュールを想定して、開校準備を進めています。開校準備委員会
についても、引き続き定期的に開催する予定です。

３ 各ワーキンググループ（WG）についての活動報告

校名・移行イベントWGの意見交換の結果（10案）



【学識経験者からのコメント（概要）】
○約 140名が参加する大規模な本開校準備委員会に関わり、地域の熱意と関係者の真剣さを強く実感しました。２年間にわたる意見交換
    は、回を重ねるごとに深い内容となっていると感じます。今回の校名の絞り込みにおいても、本音の意見が交わされており、その中で
さらに参加者間のやりとりが活性化していました。

○組織運営から２年間を振り返りますと、それは目的の共有、協働、コミュニケーションという三要素を着実に整える過程でありました。
大きな組織であるほど情報が途中で途絶えがちなのですが、本開校準備委員会は、約 140人の参加者がいてもＷＧと本部会の間でコミュ
ニケーションをとり情報連携ができている点によさがあります。加えて異動のある職員と異なり長く継続して関わることのできる地域の

    参加者の皆様が担われる役割の大きさも感じました。これだけ真剣に本義務教育学校と、そこに通う子どもたちのことを考えてくださる
    方が多くいらっしゃることが財産だと思います。

（４）学校生活ＷＧより（学校生活のきまりについて、Solaるーむ（※）・さわやか相談室について）

○これまでに行った、３回のWGでの意見交換の内容について報告しました。
○今後も活発な意見交換を継続するため、参加者への先行事例の情報共有などを行っていきます。
※登校しているものの、あるいは、登校できるようになったものの、教室に入れない児童生徒にとって、安全・安心な環境と学習機会の保障を目的として導入された居場所。

（２）通学区域ＷＧより（通学区域等について）

○昨年からこれまでに５回開催されたWGでの意見交換の内容と、それを踏まえた本部会からの助言をもとに検討を重ね、通学区域
WGとしての通学区域案（以下WG案）を取りまとめ、報告しました。

○通学区域については、今後、通学区域審議会、学校設置条例の改正、通学区域に関する規則改正といった手続きを行い、正式に決
定されます。

○通学路等については、実際にWG案の範囲を歩くなどしながら、次年度以降のWGで意見交換を行っていきます。

発行・問合せ 開校準備委員会事務局（教育委員会事務局管理部武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準備室）
電話 048-829-1627 FAX 048-829-1989
Email musashi-junbi@city.saitama.lg.jp

武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校についてのホームページ https://www.city.saitama.lg.jp/003/002/001/p082303.html

本通信の内容は令和８年１月時点の情報になります。検討状況は変更となる場合があります。

（３）保健室運営ＷＧより（活動報告及び今後の見通しについて）

○今年度に行った、２回のWGでの意見交換の内容について報告しました。
○今後、保健室運営計画や学校安全計画等についても、随時WGで意見交換をしていきます。

＜WGにおける主な意見交換＞

・本市の保健室納入物品の先行事例等を基に新設沼影校舎の保健室納入物品案について、意見交換を行った。
・１～４年生が通う内谷校舎では、小・中学生の体格差により物品の規格の大小が異なるため、対応の必要がある。
・各校舎の危機管理対応マニュアルの作成、校舎ごとのAEDや学校警備員の配置等、学校安全に係る内容を共有した。

（５）校名・移行イベントＷＧより（レガシースペースについて）

○２回にわたり行った、３校のゆかりの品々を展示するレガシースペースに関する意見交換の内容について報告しました。
○いただいた意見を反映させた資料を用いて開校前年度に児童生徒にアンケート等を実施し、具体的な品を選定していきます。

＜WGにおける主な意見交換＞

・三つの校舎それぞれに、校旗や校章など、元の学校ならではのものを置くのがよいと思う。
・新設沼影校舎のレガシースペースに、３校のものをまとめて展示するコーナーも設けてほしい。
・サイズが大きなものは、写真や映像などに残して展示するのもよいのではないか。

＜WGにおける主な意見交換＞

・学校生活のきまりについては、市立の小・中学校や他自治体の例を参考に意見交換を行った。「きまりを細かく決めた方が指導
しやすい」という視点がある一方、「シンプルで主体性を育てる意図があるきまりもある」など様々な意見が出された。

・Solaるーむについては、市立小・中学校の先進的な事例を共有し、本義務教育学校におけるあり方について意見交換を行った。

＜WG案決定までの主な意見交換と対応＞

○田島通りを横断して児童が通学するのは安全上不安があるの
ではないか。

○沼影１丁目全体が浦和大里校舎に通う区域とできないか。
⇒通学する校舎について、浦和大里校舎と内谷校舎の通学の
区切りを田島通りとするＷＧ案といたしました。

○Ｃ１・Ｃ２エリアやＥ１・Ｅ２エリアについて、本義務教育
学校の特定地域とする可能性を調査研究してほしい。

○Ｄ２エリアについて、小学校１年生段階から本義務教育学校
へ通学可能としてほしいという要望が地域から寄せられた。
⇒Ｃ２エリア及びＤ２エリアについて、本義務教育学校を小
学校１年生から選択できる特定地域（※）とするＷＧ案と
いたしました。

※特定地域……指定校以外の学校に就学ができる地域。

＊なお、校名・移行イベントＷＧは、当初予定していた全ての調査項目について意見交換を終えました。

https://www.city.saitama.lg.jp/003/002/001/p082303.html
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